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夜勤独り立ち、受け持つ患者さんが増えた、報告・連絡・相談する機会
が増えた、、、という状況になってきて、多重課題になり、判断に困ること
が出てきました。
今回の研修では、①優先順位のつけ方②報連相について学びました。

多重課題には予期できるものと予期できないものがあります。
１日の行動計画をたてて、チームメンバーと調整をしましょう。
報連相は『SBAR』を用いて、簡潔に伝わるように行いましょう。

SBAR：状況→背景→評価→提案

研修後の研修生の声
・優先順位を考えることは苦手なので勉強になりました。迷ったときは先輩や
リーダーに相談するようにしようと思います。

・先輩に状況を伝えて、多重課題に直面した場合、乗り越えて行きたい。
SBARを心がけて上手く報告したい。
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